
breathless/上原裕之
w/m : 上原裕之

雪が夜を白く染めて
窓に浮かぶ光の輪
僕はそれを　なんとなく見つめ
君の微笑み映し出す

跳ねるように歩く君
髪を掴むようにして　直すその仕草

遠くで疲れた電車は往き
淹れた珈琲も冷めていく
君はいつだって自由で
メールも返してこないけれど

知ってる　かわいい顔して
眠ってしまっている事を

そのうち僕も眠ってしまう
隣にいない君を連れて

雪が溶けて街が沈み
言葉も泡（あぶく）になって消える
それなら　今夜泳いで行ける
君の眠る街まで

深く潜って　呼吸も忘れ
言葉も無くし　重ねあおう

分かっているつもりでも
ぴったりと　くっついていても
ハミ出ているよ　今日もまたズレて
君の不安も　僕の知らない涙も
気付けずにいて　あと何センチズレたら

僕は　君の好きな僕でなくなるんだろう

深く潜って　呼吸も忘れ
言葉も無くし　重ねあおう

「雪が溶けて街が沈み」という詞を思い付いて、そこからイメージを
膨らました曲です。三拍子の曲調と詞の雰囲気が気に入っています。
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